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権利擁護事業
求められるより一層の充実

日常生活自立支援事業　成年後見制度巻頭
特集

　
判
断
能
力
が
低
下
す
る
と
、
身
の
回
り
の
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
適
切
に
金
銭
管
理
が
で
き
ず
公
共
料
金

や
税
金
な
ど
の
滞
納
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
消
費
者
被
害
や
金
銭
搾
取
な
ど
の
権
利
侵
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
地
域
に
よ
る
見
守
り
や
日
常
生
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
権
利
を
守
る
支
援
体
制
が
必
要
で
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
本
人
の
意
思
や
権
利
が
守
ら
れ
る
た
め
の
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
と

「
成
年
後
見
制
度
」
の
体
制
整
備
・
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
概
要

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
・
精

神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
判
断
能

力
が
十
分
で
は
な
い
方
々
に
対

し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
の
援
助
や
日
常
的
な
金
銭

管
理
の
援
助
、
大
切
な
書
類
や
印

鑑
な
ど
の
お
預
か
り
な
ど
を
通

し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝

い
す
る
事
業
と
し
て
平
成
11
年

10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

実
施
体
制

　

県
内
で
は
現
在
、
新
潟
県
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
、
県
社
協
）

と
新
潟
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
主
体
と
し
て
こ
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
社
協
管
内
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
基
幹
的
な
役
割
を
担
う

８
市
の
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

基
幹
的
社
協
）
が
中
心
と
な
り
、

管
内
の
各
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
市
町
村
社
協
）
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
県

内
に
お
い
て
あ
ま
ね
く
適
正
に

こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

各
市
町
村
に
お
け
る
個
々
の
実

情
に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
し

て
い
く
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り

基
幹
的
社
協
実
施
方
式
か
ら
全

市
町
村
社
協
実
施
方
式
へ
の
移

行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
に

は
、
新
た
に
６
市
町
村
社
協
が
事

業
実
施
社
協
に
な
り
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
、
更
に
６
市
町
村
社
協

（
糸
魚
川
市
、
胎
内
市
、
聖
籠
町
、

阿
賀
町
、
関
川
村
、
粟
島
浦
村
）

が
基
幹
的
社
協
か
ら
独
立
し
、
こ

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
31
年
度
に
向
け
８
市
町

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
定
着
・
活
用
促
進

平
成
31
年
度
は
新
た
に
８
市
町
村
社
協
実
施
へ

◆表１ 「県社協管内の市町村社協別実利用者数」
　　　 （平成 30年 12月末現在）

長岡市社協管内

長岡市 121

柏崎市 6

計 127

上越市社協管内

上越市 75

妙高市 6

計 81

三条市社協管内

三条市 20

加茂市 6

見附市 3

燕市 4

五泉市 7

弥彦村 3

田上町 1

計 44

十日町市社協管内

十日町市 51

津南町 4

計 55

新発田市 31

小千谷市 11

村上市 22

糸魚川市 9

佐渡市 49

阿賀野市 5

魚沼市 51

南魚沼市 16

胎内市 9

聖籠町 0

阿賀町 3

出雲崎町 2

湯沢町 8

刈羽村 3

関川村 2

粟島浦村 0

合計 528

◆グラフ１ 「県社協管内の対象者別利用割合の推移」

■認知症高齢者等　■知的障害者等　■精神障害者等
H24年度 H29年度
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40％
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H19年度

24％24％ 28％28％ 31％31％

35％35％
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20％20％

56％56％
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村
社
協
が
事
業
実
施
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

利
用
状
況

　

県
内
に
お
け
る
平
成
30
年
12

月
末
で
の
実
利
用
者
数
は
図
表

＝
表
１
＝
の
通
り
で
す
。

　

10
年
前
の
県
社
協
管
内
の
対
象

者
別
利
用
割
合
は
、
認
知
症
高
齢

者
等
が
56
％
で
約
半
数
を
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
障
害
者
な

ど
の
利
用
が
増
加
し
、
障
害
の
区

分
に
関
係
な
く
幅
広
く
利
用
が
進

ん
で
い
ま
す
＝
グ
ラ
フ
１
。

　

今
後
、
こ
の
事
業
を
更
に
利
用

し
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、

県
社
協
で
は
引
き
続
き
、
本
事
業

の
定
着
や
活
用
推
進
に
向
け
、
実

施
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関
と
の

連
携
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

制
度
概
要

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の

不
十
分
な
方
は
、
不
動
産
や
預
貯

金
な
ど
の
財
産
を
管
理
し
た
り
、

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約

を
結
ん
だ
り
、
遺
産
分
割
の
協
議

を
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て

も
、
自
分
で
す
る
の
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

方
々
の
権
利
を
守
る
た
め
、
家
庭

裁
判
所
が
本
人
を
保
護
し
、
支
援

者
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律

的
に
保
護
・
支
援
す
る
の
が
成
年

後
見
制
度
で
す
。

利
用
状
況

　

県
内
の
成
年
後
見
制
度
の
各

類
型
に
お
け
る
利
用
者
は
い
ず

れ
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
＝
グ
ラ
フ
２
。し
か
し
な
が
ら
、

県
社
協
な
ど
が
平
成
25
年
度
に

実
施
し
た
「
成
年
後
見
制
度
実
態

把
握
調
査
」
の
ニ
ー
ズ
（
成
年
後

見
制
度
の
活
用
に
対
す
る
潜
在

的
ニ
ー
ズ
：
５
，6
5
3
人
）
と

比
較
す
る
と
、
利
用
件
数
は
少
な

い
状
況
で
す
。
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
や
高
齢
単
身
世
帯
、
障
害
者

の
地
域
生
活
移
行
な
ど
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
潜
在
的

な
権
利
擁
護
ニ
ー
ズ
を
鑑
み
る

と
、
十
分
な
利
用
が
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

利
用
促
進

　

こ
の
よ
う
な
中
、市
町
村
は「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
（
平
成
29
年
３
月
24
日
閣
議
決

定
）」
を
勘
案
し
て
、
当
該
地
域

に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
を
定
め
、
中
核
機
関
設
置
や

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

な
ど
権
利
擁
護
に
係
る
支
援
を

講
ず
る
よ
う
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各
市
町
村
の

状
況
を
確
認
す
る
中
で
は
、
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け

た
体
制
整
備
へ
の
取
り
組
み
に

慎
重
な
様
子
が
多
く
う
か
が
え

ま
す
。

支
援
体
制

　

県
社
協
と
し
て
は
、
従
来
市
町

村
長
申
立
事
務
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
研
修
や
法
人
後
見
事

業
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修
、
制

度
の
普
及
啓
発
や
市
町
村
な
ど

へ
の
支
援
・
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
よ
り
新

潟
県
弁
護
士
会
や
新
潟
県
司
法

書
士
会
、新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
、

新
潟
県
と
県
内
に
お
け
る
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
に
向
け
た

意
見
交
換
を
行
う
中

で
、
課
題
の
抽
出
や
支

援
内
容
な
ど
を
協
議
・

検
討
し
、
各
市
町
村
に

お
け
る
権
利
擁
護
の
体

制
整
備
構
築
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
に

関
す
る
５
カ
年
計
画
の

中
間
年
度
で
あ
る
た

め
、
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
体
制
整
備
・
強
化

利
用
促
進
へ
県
弁
護
士
会
な
ど
と
連
携

成年後見制度利用促進に係る意見交換会

◆グラフ２ 「成年後見制度利用件数の推移」

※県社協実施「成年後見制度実態把握調査結果」より
※件数は概数である。

（単位：人）

総数

成年後見

保佐

補助

任意後見

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

■H26.５.30 時点
■H27.５.31 時点
■H28.５.31 時点
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3,5073,507
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3,2253,225
3,0803,080

2,9412,941
2,7852,785

510510

853853
740740

630630
562562

124124

184184
155155
140140
139139

1818

2020
2222
2121
2121
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新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
30
年
度
に
県
内
各

地
で
介
護
施
設
見
学
会
と
介
護

施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
合
わ

せ
て
16
回
開
催
し
、
高
校
生
と

一
般
合
わ
せ
て
98
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
暗

い
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
と

介
護
系
学
校
へ
の
進
学
や
就
職

を
前
向
き
に
考
え
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
容
を
さ

ら
に
吟
味
し
来
年
度
も
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

介
護
施
設
見
学
会
は
、
見
学

参
加
者
が
各
自
で
見
学
施
設
に

集
合
し
、
施
設
見
学
を
す
る
も

の
で
、
介
護
施
設
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
指
定
の
集
合
場
所
に

参
加
者
が
集
合
し
、
バ
ス
で
施

設
に
向
か
う
も
の
で
す
。
参
加

者
は
高
校
生
９
人
、
一
般
89
人

の
総
勢
98
人
で
し
た
。

◇　
　
　
　

◇

【
参
加
の
動
機
】

　
「
実
際
の
施
設
の
様
子
を
知

り
た
か
っ
た
」
が
62
人
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
介
護
業
界
へ

の
就
職
を
希
望
（
検
討
）
し
て

い
る
」
が
30
人
、「
介
護
関
係

へ
の
進
学
を
希
望
（
検
討
）
し

て
い
る
」が
７
人
の
順
で
し
た
。

【
施
設
の
印
象
】

　

施
設
の
印
象
を
聞
い
て
み
る

と
、「
の
び
の
び
と
ご
自
分
の

ペ
ー
ス
で
過
ご
し
て
居
た
。
働

き
や
す
い
よ
う
に
感
じ
た
」「
介

護
施
設
は
暗
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
い
た
け
ど
、
と
て

も
明
る
く
て
楽
し
そ
う
」「
利

用
者
の
自
由
度
が
あ
り
、
み
ん

な
生
き
生
き
と
利
用
し
て
い

た
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
見

学
前
と
は
大
き
く
印
象
が
変

わ
っ
た
よ
う
で
す
。

【
職
員
の
印
象
】

　

働
い
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、「
み
な
さ
ん
と
て
も
明
る

く
、
利
用
者
と
も
仲
が
良
い
と

感
じ
た
」「
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
、
働
い
て
い
た
」「
明
る
い

方
が
多
く
、
積
極
的
に
仕
事
を

さ
れ
て
い
た
」
と
働
い
て
い
る

方
の
雰
囲
気
が
施
設
全
体
の
印

象
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
見
学
の
結
果
】

　

見
学
会
を
通
し
て
、「
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
介

平成30年度
介護施設見学・バスツアー日程
介護施設見学会
○ 7月10日 こうめの里（新潟市）
○ 7月20日 沖見の里（上越市）
○ 7月31日 なごみ荘（柏崎市）
○ 8月29日 まつはま園（新潟市）
○ 9月 6日  デイサービスふそき（長岡市）
○10月 2日 太陽の園（燕市）
○11月 8日 豊浦愛宕の園（新発田市）
○11月27日 平成園（加茂市）
○12月 5日 シンパシー（阿賀野市）
○12月13日 にいがた恵風園（新潟市）
介護施設見学バスツアー
○ 8月 7日 三和愛宕の園（上越市）
○ 8月10日 岡南の郷（長岡市）
○ 8月23日 黒埼の里（新潟市）
○10月13日 ケアガーデン新幸、フローラ（見附市）
○10月18日  はあとふるあたご柳都大橋（新潟市）
○12月20日  なじみの家きなせや内野（新潟市）

高校生

19～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

9％9％ 3％
7％

21％

37％

23％23％

年齢

男性

女性28％

72％

性別

平
成
30
年
度
介
護
施
設
見
学
会
・
バ
ス
ツ
ア
ー

イ
メ
ー
ジ
変
わ
り
進
学
・
就
職
に
前
向
き
の
声

施設見学
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護
の
資
格
や
就
職
に
つ
い
て
相

談
し
て
み
た
い
」
が
32
人
で
、

次
い
で
「
将
来
、
介
護
業
界
に

就
職
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」

が
20
人
、「
介
護
系
の
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
に
進
学
し
て

み
よ
う
と
思
っ
た
」が
５
人
と
、

今
後
介
護
系
学
校
へ
の
進
学
や

介
護
施
設
へ
の
就
職
を
考
え
る

良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。

【
施
設
の
感
想
】

　

一
方
、
見
学
し
た
施
設
か
ら

は
、「
皆
さ
ん
興
味
深
そ
う
に

聞
い
て
く
れ
た
。
少
し
で
も
介

護
業
界
で
一
緒
に
働
く
仲
間
が

増
え
て
ほ
し
い
」「
ゆ
っ
く
り

と
説
明
し
、
施
設
内
を
見
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
機
会
だ
っ
た
」
と
手
応
え
を

感
じ
、
見
学
者
の
介
護
業
界
へ

の
就
職
を
期
待
す
る
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

◇　
　
　
　

◇

　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

今
後
、
見
学
会
に
参
加
さ
れ
た

方
へ
の
就
職
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
来
年
度
以
降
の
実
施
に

向
け
て
、
さ
ら
に
内
容
の
検
討

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
参
加
の
方
々
と
、
ま

た
見
学
会
実
施
を
快
く
引
き
受

け
て
い
た
だ
い
た
法
人
・
介
護

施
設
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
　
付

　

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
（
敬
称
略
）

●

平
成
30
年
12
月
3
日

新
潟
ろ
う
き
ん
夢
咲
き
ｃ
ｌｕ
ｂ
、

新
潟
ろ
う
き
ん
シ
ニ
ア
倶
楽
部
様

地
域
福
祉
の
事
業
の
た
め

 

１
０
９
，
４
１
３
円

●

平
成
30
年
12
月
11
日

株
式
会
社　

本
間
組　

石
友
会
様

新
潟
県
内
の
福
祉
施
設
へ

 

６
５
，
０
０
０
円

●

平
成
30
年
12
月
20
日

第
25
回
「
鉄
道
の
日
」
北
陸
信
越

地
方
実
行
委
員
会

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進
の
た
め

 

１
６
６
，
３
８
４
円

●

平
成
30
年
12
月
25
日

Ｂ
Ｓ
Ｎ
愛
の
募
金

新
潟
県
内
の
福
祉
施
設
へ

 

１
，
５
０
０
，
０
０
０
円

社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　新潟県福祉人材センター　TEL 025-281-5523　FAX 025-282-0548

　新潟県福祉人材センターでは、『福祉人材無料職業紹介事業』を大きな柱に、福祉の仕事や就職活動についての相談
や情報提供など、福祉人材の確保や定着に向けた事業を行っています。

福祉人材無料職業紹介事業
　県内３ヶ所の相談窓口で、福祉施設等へ就職を希望する方の相談や、求職登録を行い、福祉事業所の求人に応じて福祉職場を紹介
します。長岡・上越での相談予約は下記電話番号までお電話ください。
【相談談窓窓口口】

新　　潟
場 　 　 所

新潟ユニゾンプラザ３階
〒 950-8575　
新潟市中央区上所 2-2-2

相 談 日
月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間
９:00 ～ 17:00

予約
不要

長　　岡
場 　 　 所

長岡市社会福祉センタートモシア２階
〒 940-0071　
長岡市表町２- ２-21

相 談 日
月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間
10:00 ～ 15:00　

要
予約

予約受付時間
９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

上　　越
場 　 　 所

上越総合福祉センター２階
〒 943-0806　
上越市木田新田１- １- ３

相 談 日
月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間
13:00 ～ 15:00

要
予約

予約受付時間
９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

新潟ろうきん夢咲きclub、
新潟ろうきんシニア倶楽部

第25回「鉄道の日」
北陸信越地方実行委員会

施設見学
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全国200万人
加入!!

地域福祉活動や
　　ボランティア活動の
さまざまな行事における
ケガ、賠償（主催者責任）
を補償 !!

アアアアアアアアアアアアアアアアアアボランティアボボボボラララララララランンンンンテテテテテテテテティィィィィィィアィアィアボボボボボラボラボラボボラララララララララランンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテティィィィィィィィィアィアィアィアィアアアアアアアアボラボラララララララランンンンンンンンンンテテテテテテテティィィィアアアアアアアアアアアアアボボボボボボボボボボボボボボボ ンンンンンンンンンンン ィィィィィィィィィィィィィィボボボボボボボボボボボボボボボ テテテテテテテテテテテ アアアアアアアアアアボボボボボボボボボボボボボボ アアアアンンンンンンンボボボボボボボボボボボボボボボボボ アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアィィィィィィィィィィィィィィィィィィテテテテテテテテテテテテテテテテテテラララララララララララララララララララララボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンボボボボボボボボボボボボボボ ンンンンンンンンンンララララララ テテテテテテ 保保保保保保保保保動保動保保保保保保保保保保保保保保保保保動保動保保保保保動動動動活動活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動活活活 保保保保動動活活活活動動動動動活活活 保保保保保保保保保保保活活活活活活動保保保活活活活動動動活活活 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ボランティア活動保険

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアボランティアボボボボボボラララララランンンテテテテテテティティティィィィィィィアボボボボボラボラボラボラボララララランランランランランンンンンンンンンンテテテテテテテテティテテティィィィィィアィアィアィアィアアアアアアアボボララボラララララランランララランンンンンンンンンンテテテテティティティテティィィィアアアアアアアアアアアボボボボボ ンンンンンンンンンンンン ィィィィィィィィィィィィボボボボボボボボボボボボボボボ テテテテテテテテテテテテ アアアアアアアアアアボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ アアアンンンンンボボボボボボボボボボボ アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテラララララララララララララララララララララララララボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンララララララララララ テテテテテテテテテテ 険険険険険険険険険険険保険保保保保保保保保保保保保保保保保保険保保保保用保保保保保保保保保保保用保用用用用用用用用用用用用事用事事事事事事事事用用用事用事用事事事事用事用事用用用事事事用行事行行行行事行事行事行行行行行事行行行事事行行行行行行事事行事行行行行行事事行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行行 険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用 険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保行行行行行行行行行行行 保保保保保保保保保保保保保用用用 険険険険険保保保用用用用行行行行 保保保保保険険険険険行行行行行 用用用用保保保行事用保険行行 険険険険険険険険保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事 険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険事事事事事用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用保保保保保保保保保険険険険険険行行行行行行行行行行ボランティア行事用保険

保険金額保険金額 年間保険料（1名あたり）年間保険料（1名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Aプラン Bプラン Aプラン Bプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

300万円（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

入院中の手術

外来の手術

手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

　天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因す
　　る被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約
　　条項）が、賠償責任の補償については、天災に起因する
　　場合は対象になりません。

● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられた。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒になって入院し
　た。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って花びんを落として
　こわした。（賠償責任の補償）
● 自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って他人にケガを
　させた。（賠償責任の補償）

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

保険金額保険金額 保険料（1名あたり）保険料（1名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

参
加
者
本
人
の
ケ
ガ

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

保険金の種類 補償内容 A プラン
（宿泊を伴わない行事）

400万円
400万円（限度額）
3,500円
35,000円

17,500円
2,200円

1名・1事故2億円（限度額）
1事故1,000万円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

対人事故

対物事故

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

1日　28円
（最低保険料　560円）

1日　126円
（最低保険料　2,520円）

1日　248円
（最低保険料　4,960円）

A1の行事 A2の行事 A3の行事

C プラン
（宿泊を伴わない、かつ参加者が事前に特定できない行事）

B プラン
（宿泊を伴う行事）

241円 295円1泊2日（2日間） 2泊3日（3日間）

A・B・Cプラン共通（A・B・Cプラン共に熱中症危険補償特約セット） ※詳しい内容は、パンフレットをご覧ください。

●
後
遺
障
害
も

　フ
ル
カ
バ
ー
な
の
で

　
　
　
　安
心
で
す
！！

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

◆ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
　ケガや賠償責任を補償！

補補補補補補合補合合合補合補合補補合合合補合補合補合補総合合総合合合合総総合総合合総総合合合総総ス総総総祉サービス総祉サ祉サ祉サササササササササササササ ビビビビビビビビスススススススススス祉祉サ祉サ祉サササササササ ビビビビビビビビビススススス総スススス総ス総祉祉福祉福祉祉祉福福福祉祉祉祉福福福福福福福 補補総総合合合合合合合合合合合合福福福福 ササササササササササササササササササ スススススススススススススビビビビビビビビビビビビビ祉祉祉 合合福祉サービス総合補補祉サービス総祉福福福祉サービス総福福祉祉福福福福 補補補補祉祉祉 総合合合合合合福福 補補福福福福祉サ ビス総合祉祉祉祉福福福 補補総総合補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合ス総スススススス総ス総ス総ス総ス総総総総総総総総総総総総総ススススス総ス総ス総ス総ス総ス総総総総総総総総総総総総総サササササササササササササササササササササササササ祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福 ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビーーーーーーー 償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

◆送迎・移送サービス中の自動車事故などに
　よるケガを補償！

補補補補補補迎 サ ービス 補迎 ササササササササササ ビビビビスビスビスビビスススススス 補補補補迎 ササササササ ビビビビスビスビスビスビススススススススススス 補補補補スススススス迎送 迎送送 迎迎迎迎迎送送 迎送 迎迎迎迎迎迎送 補補迎迎迎迎迎迎送 サササササササササササササササササ スススススススススススススビビビビビビビビビビビビ送送送送送送送送 迎迎送送送送 迎迎送 迎 サ ービス 補補迎迎迎迎迎迎迎迎迎送送送送 迎迎迎 補補補補送送送送送 迎 サ ビス 補補迎迎迎送送送 迎迎迎迎迎送送送送送送送送 補補補補補送 補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補ススススススススススススススススススススススススサササササササササササササササササササササ迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送 ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビーーーーーーー 償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償送 迎 サ ービス 補 償
（傷害保険）

上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

※賠償責任の補償の限度額は、補償の対象となるリスクの種類ごとに適用
されます。

A1の行事

1日　28円（最低保険料　560円）

平成30年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。
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　本会の活動の趣旨にご賛同いただき、多くの皆様から会費をお寄せいただきました。
　本会が取り組んでおります地域福祉向上のための広報、啓発事業などさまざまな事業に活用
させていただきました。今後とも、ご理解とご支援・ご協力をお願い申し上げます。

平成30年度　新潟県社会福祉協議会　賛助会員
ご支援・ご協力ありがとうございました。

【名　称】（順不同・敬称略）
株式会社新潟日報社
株式会社新潟放送
株式会社新潟総合テレビ
株式会社テレビ新潟放送網
株式会社新潟テレビ21
株式会社エフエムラジオ新潟
新潟県民エフエム放送株式会社
株式会社第四銀行
株式会社北越銀行
株式会社大光銀行
新潟県信用農業協同組合連合会
新潟縣信用組合
新潟信用金庫
三条信用金庫
新潟県労働金庫
株式会社新潟日報サービスネット
株式会社新潟日報事業社
東北電力株式会社新潟支店
セコム上信越株式会社
新潟綜合警備保障株式会社
北陸ガス株式会社
亀田製菓株式会社
岩塚製菓株式会社
中越運送株式会社
株式会社新潟グランドホテル
株式会社コロナ
株式会社本間組

【名　称】（順不同・敬称略）
株式会社植木組
新潟冷蔵株式会社
株式会社福田組
アクシアル リテイリング株式会社
株式会社ブルボン
株式会社BSNアイネット
株式会社電通東日本新潟支社
ホリカフーズ株式会社
株式会社新潟博報堂
株式会社ホテル新潟
株式会社アークベル
第一建設工業株式会社
公益財団法人新潟県女性財団
社会福祉法人恩賜財団済生会支部新潟県済生会
新潟日報会
一般社団法人新潟縣健康管理協会
一般社団法人生命保険協会　新潟県協会
高田西城病院
新潟県行政書士会
新潟県火災共済協同組合
学校法人新潟総合学園
学校法人新潟平成学院
学校法人新潟青陵学園
学校法人加茂暁星学園
学校法人敬和学園
学校法人新潟科学技術学園
公立学校法人新潟県立看護大学

◇お問い合わせ・お申し込みは
　社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
　〒950-8575　新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ３階
　　電話　025（281）5520　　　Fax　025（281）5528
　　ホームページ　http://www.fukushiniigata.or.jp/

※企業・団体の賛助会員のみ掲載。

賛助会員を募集しています
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福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS福

　
「
世
界
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
」
が
「
世

界
の
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
」
に
変
化
を
遂
げ

た
と
同
時
期
に
私
も
生
活
を
変
え
た
。

半
ば
脅
迫
的
と
も
言
え
る
く
ら
い
、
勢

い
に
任
せ
て
生
活
を
一
変
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
生
活
を
変
え
る
と
い
う
こ

と
は
多
少
な
り
と
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

な
が
ら
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
。「
責

任
」
や
「
難
し
さ
」
も
手
に
取
る
よ
う

に
分
か
る
。
何
か
に
、
誰
か
に
頼
り
た

く
な
る
し
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
も
欲
し

て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
憧
れ
て
い
た

生
活
を
思
い
出
し
て
マ
ネ
を
し
て
み

る
。
集
め
る
モ
ノ
や
考
え
方
、
し
ぐ
さ

や
身
に
覚
え
の
あ
る
感
触
な
ど
す
べ
て

「
憧
れ
」
に
自
身
を
重
ね
て
み
る
。
そ
こ

に
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
無
い
こ
と
に

気
づ
く
。
そ
れ
で
も
「
憧
れ
」
に
少
し
で

も
追
い
つ
き
た
く
て
、
見
え
な
い
そ
の
面

影
を
強
が
り
な
が
ら
必
死
で
追
い
か
け

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
知
る
は
ず
も
な
い

「
憧
れ
」
は
立
ち
止
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と

も
な
け
れ
ば
、
振
り
返
っ
て
く
れ
る
こ
と

も
な
い
。
１
人
で
嗅
覚
や
視
覚
、
聴
覚
な

ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
感
覚
を
全
身
で
思
い

出
し
、
そ
の
面
影
を
見
つ
け
る
た
め
、
前

か
後
ろ
か
も
分
か
ら
な
い
暗
闇
の
な
か
を

た
だ
ひ
た
す
ら
に
旅
を
す
る
。

　

ふ
と
「
憧
れ
」
を
感
じ
よ
う
と
目
を
瞑つ
ぶ

る
と
、
同
時
に
柔
ら
か
な
ぬ
く
も
り
や
キ

ラ
キ
ラ
し
た
思
い
出
、
閉
じ
込
め
て
い
た

思
い
さ
え
も
一
瞬
に
し
て
記
憶
が
よ
み
が

え
る
。
モ
ノ
ク
ロ
だ
っ
た
私
の
生
活
に
キ

レ
イ
な
彩
り
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
ん
な

幸
せ
な
気
持
ち
が
強
す
ぎ
て
目
を
開
け
る

の
が
辛
い
。
そ
れ
で
も
思
い
出
が
滲に
じ

ま
な

い
よ
う
に
そ
っ
と
心
に
あ
る

付
き
の
宝

箱
に
し
ま
い
込
み
、
目
の
前
の
生
活
を
見

つ
め
る
。
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
「
憧

れ
」
に
生
き
る
糧
を
得
な
が
ら
、
あ
ん
ま

り
頑
張
り
す
ぎ
ず
、
私
な
り
の
生
活
を
歩

む
。

 

（
三
青
）

ず～む
2019
Vol.33

ア
コ
ガ
レ

2018年12月11日～2019年1月10日
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み
ん
な
で
作
る
心
込
め
た
名
物
カ
レ
ー

　

そ
れ
ほ
ど
辛
い
と
思
わ
な
い

が
、
後
か
ら
ジ
ワ
っ
と
汗
が
浮

か
ん
で
く
る
ー
。
味
わ
い
の
あ

る
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の「
ラ
グ
ー

ン
カ
レ
ー
」。
さ
ま
ざ
ま
な
ス

パ
イ
ス
を
使
い
、
試
作
を
重
ね

た
独
自
の
調
合
で
前
日
か
ら
仕

込
ん
だ
逸
品
で
、
さ
ら
に
辛
さ

を
欲
す
る
人
に
は「
レ
ッ
ド
カ

レ
ー
」も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
店
か
ら
４
年
半
ほ
ど
。
接

客
が
苦
手
だ
っ
た
利
用
者
も
、

開
店
準
備
か
ら
調
理
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
っ
て
、
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
働
く
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
楽
し
さ

を
得
ら
れ
る
場
」と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

カ
レ
ー
や
季
節
の
ご
は
ん
、

季
節
の
ラ
ー
メ
ン

を
５
０
０
円
で
提

供
し
、
温
か
な
雰

囲
気
の
カ
フ
ェ
は

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

い
と
い
い
ま
す
。

　

ド
リ
ン
ク
や
デ

ザ
ー
ト
も
充
実
、

利
用
者
と
ス
タ
ッ

フ
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た

季
節
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
。
今
は

「
汁
な
し
ス
ー
ラ
ー
タ
ン
メ
ン
」

や「
ホ
ッ
ト
ジ
ン
ジ
ャ
ー
」な
ど

が
好
評
で
す
。
新
メ
ニ
ュ
ー
の

ご
は
ん
物
は
訪
れ
て
か
ら
の
お

楽
し
み
。

　

地
場
産
の
食
材
は
も
ち
ろ

ん
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

カ
フ
ェ
わ
き
の
畑
で
採
れ
る

キ
ュ
ウ
リ
や
シ
ソ
な
ど
、
自
ら

育
て
た
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

店
内
で
は
、
手
作
り
の
か
わ

い
い
小
物
や
絵
画
が
販
売
さ

れ
、運
が
良
け
れ
ば「
せ
い
ち
ゃ

ん
の
動
物
占
い
」も
し
て
も
ら

え
ま
す
。

＝
連
載「
味
わ
い
散
歩
」は
今
回

で
終
了
い
た
し
ま
す
＝

福祉の店

味わい散歩

ラ
グ
ー
ン
カ
フ
ェ

医
療
法
人　

水
明
会

 

（
新
潟
市
西
区
赤
塚
５
５
８
６
）　

◇
10
時
〜
14
時

◇
第
４
金
曜
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
み

◇
０
２
５
（
２
３
９
）
２
１
５
０

●
メイワサンピア

新潟国際
情報大学
●

　赤塚
●中学校

至弥彦 至吉田

明田

新
潟
寺
泊
線

１
１
６
号
線

★
佐潟荘佐潟荘
ラグーンラグーン

佐潟

御手洗潟

越
後
赤
塚
駅

赤塚連絡所
バス停
赤塚連絡所
バス停

募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
贈
呈
式

　

募
金
百
貨
店
「
ハ
ッ

ピ
ー
ハ
ー
ト
に
い
が
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
７
弾
の

募
金
贈
呈
式
が
12
月
３
日

に
㈱
ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
本
社
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
期
間
中
に
ウ
オ
ロ
ク

全
店
で
販
売
さ
れ
た
対
象

の
サ
ン
ト
リ
ー
飲
料
の
売

り
上
げ
か
ら
、
１
商
品
１

円
が
寄
付
さ
れ
る
仕
組
み

で
す
。

　

贈
呈
式

で
は
、
ウ

オ
ロ
ク
の

本
多
伸
一

社
長
か
ら

小
田
会
長

に
寄
付
金

１
１
４
万

９
，
３
１

５
円
の
目

録
が
贈
呈

さ
れ
ま
し

た
。

　

本
多
社
長
か
ら
は
「
引

き
続
き
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
田
会
長
は
、「
様
々

な
地
域
福
祉
課
題
に
対
応

す
る
取
組
み
に
有
効
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

Informat ion Red Feather

贈呈式の様子
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分
水
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

は
、そ
れ
ま
で
家
庭
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
の
名
称
で
し
た
が
、
平
成

30
年
度
よ
り
、
現
在
の
名
称
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
活
動
と
し
て
、
分
水
高

校
隣
の
介
護
老
人
保
健
施
設

「
ぶ
ん
す
い
」
に
６
月
か
ら
２
月

の
間
、
月

１
回
訪
問

し
て
い
ま

す
。
主
に

車
い
す
の

清
掃
を
し
、

入
所
者
の

方
々
と
の

会
話
・
交

流
を
通
じ

て
、
お
年

寄
り
の
今

ま
で
生
き

て
き
た
中
で
の
思
い
や
苦
労
し

て
き
た
体
験
な
ど
を
聞
く
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
参
加
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
を
学
び
な
が
ら
、
地
域

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

春
は
燕
市
観
光
協
会
の
依
頼

を
受
け
、つ
ば
め
桜
祭
り
の
「
お

い
ら
ん
道
中
」
で
、
分
水
駅
前

で
の
道
案
内
や
一
日
お
い
ら
ん

体
験
の
手
伝
い
、
祭
り
参
加
者

へ
の
案
内
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
末
は
、
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
の
依
頼
を
受
け

て
、
24
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地

球
を
救
う
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の
募
金
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
す
。
毎
年

の
こ
と
な
が
ら
、
生
徒
の
や
る

気
を
も
っ
て
取
り
組
む
様
子
が

ほ
ほ
笑
ま
し
い
で
す
。
暑
い
中

の
一
日
、
声
を
張
り
上
げ
て
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
（
９
月
末
）
は
越
後
く
が

み
山
酒
呑
童
子
行
列
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
活

動
し
ま
す
。
準
備
段
階
と
し
て

８
月
に
、
企
画
会
議
も
あ
り
ま

す
。
燕
市
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
と
、
高
校
生
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
他
校
の
生
徒
と
一
緒

に
熱
心
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

当
日
の
「
お
も
て
な
し
」
を
頑

張
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
10
月
は
分
水
商
工
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

各
種
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
の
販
売

の
手
伝
い
や
、
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
内
の
ド
ー
ム
で
幼
児
の
対
応

を
し
た
り
、
ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ

ラ
の
「
き
ら
ら
ん
」
に
扮ふ
ん

装そ
う

を

し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
福

祉
や
奉
仕
の
心
を
学
び
ま
す
。

本
校
の
目
指
す
生
徒
像
の
一
つ

「
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
他
者

の
痛
み
の
わ
か
る
豊
か
な
心
を

も
っ
た
生
徒
」
に
と
つ
な
が
る
、

人
と
し
て
大
切
な
気
持
ち
を
育

ん
で
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
顧
問

西
片
　
恵
美
子

＝
次
回
は
4
月
号
に
掲
載
＝

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.6

【部の紹介】　本校は旧分水町の熱心な誘致に
より昭和58（1983）年に開校した「地域の高
等学校」です。写真は１年生部員18人です。
３年生が12人でしたが、現在は18人で活動
しています。（２年生が０）

地
域
と
つ
な
が
り
、
奉
仕
の
心
学
ぶ

ボランティア部メンバー

お年寄りらの車いすを清掃

ゆるキャラ「きららん」に扮装

分
水
高
等
学
校ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
10
の
福
祉
団
体
は
12
月
25

日
、
県
庁
に
花
角
英
世
知
事
を

訪
問
、
県
の
社
会
福
祉
政
策
や

編
成
作
業
が
進
む
31
年
度
予
算

に
対
す
る
10
項
目
の
共
同
要
望

書
を
提
出
し
、
そ
の
実
現
を
訴

え
ま
し
た
。
共
同
要
望
は
今
回

で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

冒
頭
、
竹
内
希
六
・
県
社
協

会
長
が
、
県
が
来
年
度
予
算
編

成
で
各
部
局
か
ら
の
予
算
要
求

を
10
％
削
減
す
る
シ
ー
リ
ン
グ

を
設
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

「
厳
し
い
財
政
状
況
は
認
識
し

て
い
る
が
、
福
祉
関
連
事
業
を

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
の
枠
か

ら
外
し
、
社
会
的
弱
者
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配

慮
を
」
と
10
団
体
を
代
表
し
て

訴
え
、「
平
成
31
年
度
新
潟
県

福
祉
団
体
共
同
要
望
書
」
を
花

角
知
事
に
手
渡
し
ま
し
た
。
続

い
て
各
団
体
の
会
長
・
理
事
長

が
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
花
角
知
事
は

「
要
望
は
受
け
止
め
た
。
担
当

部
局
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
取

り
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
取
り
入

れ
た
い
」
と
回
答
。
竹
内
・
県

社
協
会
長
は
「
地
域
共
生
の
観

点
か
ら
、
温
か
い
目
で
見
て
ほ

し
い
。
温
か
い
予
算
を
作
っ
て

ほ
し
い
」
と
改
め
て
強
調
し
ま

し
た
。

　

知
事
へ
の
要
望
に
先
立
ち
、

10
団
体
の
会
長
・
理
事
長
と
事

務
局
長
は
、
藤
山
育
郎
・
福
祉

保
健
部
長
に
合
わ
せ
て
11
項
目

の
要
望
書
を
提
出
、
各
団
体
の

要
望
実
現
に
向
け
た
協
力
を
強

く
要
請
し
ま
し
た
。
前
年
に
引

き
続
き
、
各
担
当
課
長
も
同
席

し
要
望
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

◇
人
材
の
確
保
と
雇
用

　

◆ 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
介
護
事
業
所
に
対
す
る
支
援
施
策
を
継
続

す
る
と
共
に
、
外
国
人
介
護
人
材
受
け
入
れ
に
か
か
る
支
援
体

制
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す

（
新
潟
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
）

　

◆ 

介
護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
と
就
労
促
進
の
取
組
に
つ
い
て

（
新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
）

◇
安
心
し
て
生
活
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

　

◆ 

福
祉
避
難
所
を
必
要
と
す
る
障
が
い
児
者
数
の
的
確
な
把
握
、

災
害
時
に
お
け
る
必
要
な
福
祉
避
難
所
の
早
期
設
置
と
周
知
、

支
援
施
設
・
特
別
支
援
学
校
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
利
用
の

拡
充
及
び
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
支
援
人
員
の
確
保
も
含
め
た

支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て
の
市
町
村
に
対
す
る
働
き
か
け

（
新
潟
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

　

◆ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級
、
3
級
ま
で
県
障
の
助
成
対

象
に
し
て
く
だ
さ
い 

（
新
潟
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
）

　

◆ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
の
継

続
と
事
業
費
の
増
額
に
つ
い
て

 

（
新
潟
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

◇
地
域
に
根
差
し
た
活
動
へ
の
支
援

　

◆ 

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
増
大
す
る
「
担
い
手
と
し
て
の
役
割
」
や
「
活
動
」
を
支
え

る
民
生
委
員
活
動
費
の
増
額

（
新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

　

◆ 

地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
市
町
村
と
の
連
携
に
向
け
た
支
援
に

つ
い
て 

（
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

◆ 

障
害
の
あ
る
人
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
継
続
的
に
支
援
し

て
く
だ
さ
い 

（
新
潟
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
）

◇
そ
の
他

　

◆ 

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
計
画
的
な
更
新
・
修
繕

（
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会　

新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会　

新
潟
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会　

新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会　

新
潟
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

新
潟
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会　

新
潟
県
社
会
福
祉
士
会　

新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
）

　

◆ 

改
正
社
会
福
祉
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
市
町
村
「
地
域
福
祉
計

画
」
の
策
定
又
は
改
正
に
向
け
た
協
力
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

（
新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
）

温
か
み
あ
る
予
算
編
成
求
め
る

福
祉
団
体
が
新
年
度
予
算
で
知
事
に
要
望
書

知事に対する重点要望

各団体が藤山部長らに切実な要望内容について説明

竹内・県社協会長が代表して、花角知事に共同要望書
を手渡し切実な状況を強調



　

体
が
大
き
く
無
口
な
の
で
「
牛
女
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
女
が
い
ま
し
た
。
彼
女
は
力
仕
事
を

し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
小
さ
な
息

子
を
残
し
て
病
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

牛
女
を
と
む
ら
っ
た
あ
と
、
村
人
た
ち
は
山

の
残
雪
の
中
に
、
女
の
姿
が
浮
き
出
て
い
る
の

に
気
づ
き
ま
し
た
。
人
々
は
幼
子
を
残
し
て
死

ん
だ
牛
女
に
同
情
し
ま
し
た
。
牛
女
の
息
子
は

村
人
に
育
て
ら
れ
、
よ
そ
の
村
に
奉
公
に
い
き

ま
し
た
。
息
子
が
村
を
離
れ
る
と
、
山
の
牛
女

の
姿
も
現
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
村
に
帰
っ
て
き
た
牛
女
の
息

子
は
、
世
話
に
な
っ
た
故
郷
の
人
た
ち
に
恩
返

し
を
し
よ
う
と
梨
の
木
を
た
く
さ
ん
植
え
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
風
や
虫
の
た
め
に
、
さ
っ
ぱ

り
収
穫
が
で
き
ま
せ
ん
。
牛
女
の
息
子
は
途
方

に
く
れ
、
幼
い
日
に
母
の
姿
が
現
れ
た
山
の
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
母
を
思
い
、
母
の
姿

を
現
し
て
く
れ
た
山
に
感
謝
し
て
手
を
あ
わ
せ

ま
し
た
。
そ
の
年
の
春
、
梨
の
花
は
み
ご
と
に

咲
き
、
牛
女
の
息
子
は
世
話
に
な
っ
た
村
の
人

た
ち
に
も
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
雪
の
中
に
現
れ
る
模
様
を
雪
形
と
い
い
ま

す
。
妙
高
市
、
湯
沢
町
、
南
魚
沼
市
な
ど
で
聞

く
こ
と
が
で
き
る
牛
女
の
伝
説
は
、
小
川
未
明

の
童
話
の
原
型
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
を
見
て
い
な
け
れ
ば
雪
形
に
さ
え
、
気
づ

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
形
に
名
を
つ
け
、

そ
の
形
で
作
物
の
出
来
不
出
来
を
占
っ
た
昔
の

人
は
、
な
ん
と
優
し
い
心
を
持
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
自
然
と
つ
な

が
っ
て
い
た
い
で
す
ね
。
自
然
は
見
返
り
も
求

め
ず
私
た
ち
を
守
っ
て
い
て
く
れ
る
の
で
す
か

ら
。

　
　

文
・
絵　

高
橋

　
郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

牛
女　
母
の
優
し
い
心
が
雪
形
と
な
る

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　 ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【特別会議室】

　スクール形式では最大 60席でのご利用が可能です。
　また、ロの字形式など目的に合わせたレイアウトで、各種セ
ミナーや面接・筆記試験会場、社内外の会議など幅広くご利用
いただけます。

［定員］80名
［広さ］236㎡
　 会 議・ セ ミ
ナー・教室など
幅広い用途にお
使いいただけま
す。
　跳ね上げ式
テーブルによ
り、配置換えの
移動も容易にで
きます。

［定員］60名　［広さ］186㎡（カーペット敷）

【中研修室】

の


